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薬導入時の「HCV・アボット」試薬との比較検討. 医療検査と自動化 47(4): 447, 2022.

芦澤信之,高園貴弘,伊藤裕也,中田奈々,平山達朗,武田和明,井手昇太郎,岩永直樹,藤田あゆみ,田代将人,田中健

之,山本和子,泉川公一,柳原克紀,迎 寛：微量液体希釈法を用いたクリプトコックス臨床分離株における薬剤

感受性の評価. 日本医真菌学会雑誌 63(Suppl.1): 137, 2022.

加勢田富士子,柳原 克紀：HIV感染症のoverview～診断から治療、長期合併症について～ HIV感染症の診断.
日本化学療法学会雑誌 70(2): 248, 2022.

芦澤博貴,岩永直樹,芦澤信之,武田和明,高園貴弘,山本和子,内藤真理子,泉川公一,柳原克紀,迎 寛：Prevotella
intermediaによる肺炎増悪の機序の解明. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌 52(1): 39, 2022.

岩永直樹,芦澤信之,武田和明,高園貴弘,山本和子,泉川公一,柳原克紀,迎 寛：当院における嫌気性菌血症93症
例の臨床的・微生物学的特性の後方視的解析. 日本嫌気性菌感染症学会雑誌 52(1): 32, 2022.

芦澤博貴,岩永直樹,芦澤信之,武田和明,高園貴弘,山本和子,泉川公一,柳原克紀,迎 寛：当院におけるPasteurella
multocida感染症についての症例検討. 感染症学雑誌 96(臨増): 121, 2022.
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氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

柳原克紀・教授 肺炎診療ガイドライン作成委員 日本呼吸器学会

藏原涼,川元康嗣,塚本千絵,赤松紀彦,太田賢治,太田賢治,小佐井康介,柳原克紀：唾液検体からの新型コロナウ

イルス遺伝子検出におけるGeneSoCの性能評価. 医療検査と自動化 47(4): 505, 2022.

大我結菜,山川智弘,太田賢治,長谷川寛雄,柳原克紀,太田賢治,長谷川寛雄,柳原克紀：SARS-CoV-2疫学調査に

おける抗体測定の有用性. 医療検査と自動化 47(4): 445, 2022.

太田賢治,柳原克紀：周術期における検査の用い方. 日本外科感染症学会雑誌 19(1): 169, 2022.

塚本千絵,鍋島賢人,太田賢治,加勢田富士子,柳原克紀：長崎県下中核病院における薬剤耐性菌の年次推移. 日
本環境感染学会総会・学術集会 37: O22-1, 2022.

柳原克紀・教授 感染症遺伝子検査委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授 MRSA感染症の診療ガイドライン作成委員 日本感染症学会 日本化学療法学会

0 1 3 2 4 77

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

鍋島賢人,塚本千絵,太田賢治,加勢田富士子,小佐井康介,柳原克紀：一般細菌における低濃度オゾンガスの殺

菌効果. 日本環境感染学会総会・学術集会 37: O26-1, 2022.

石原香織,木村由美子,太田賢治,加勢田富士子,坂本啓,小佐井康介,長谷川寛雄,柳原克紀：長崎大学病院におけ

る中央採血室混雑緩和のための取り組み. 日本臨床検査医学会誌 70(補冊): 165, 2022.

村田美香,森永芳智,佐々木大介,太田賢治,小佐井康介,加勢田富士子,坂本啓,長谷川寛雄,柳原克紀：薬剤耐性

菌感染症のリスク低下に向けた新しい制御法の確立. 日本臨床検査医学会誌 70(補冊): 120, 2022.

小玉陽菜,太田賢治,川元康嗣,赤松紀彦,佐々木大介,加勢田富士子,小佐井康介,森田公一,柳原克紀：軽症

COVID-19患者におけるルミラ抗原検査のSARS-CoV-2感染性評価の検討. 日本臨床微生物学会雑誌

33(Suppl.1): 241, 2022.

村田美香,加勢田富士子,木村由美子,赤松紀彦,太田賢治,小佐井康介,坂本啓,長谷川寛雄,柳原克紀：血液培養

から分離されたStaphylococcus aureusの次世代シーケンサーを用いた疫学解析. 日本臨床微生物学会雑誌

33(Suppl.1): 221, 2022.

赤松紀彦,柳原克紀：ポストコロナ遺伝子検査機器の特徴と利用法. 日本臨床微生物学会雑誌 33(Suppl.1):
194, 2022.

細萱直希,高園貴弘,井手口怜子,芦澤信之,平山達朗,武田和明,岩永直樹,井手昇太郎,田代将人,山本和子,工藤崇,
泉川公一,柳原克紀,迎 寛：研究プロトコール 肺MAC症および慢性肺アスペルギルス症に対するFDG-PETを
用いた疾患活動性評価の探索的研究. 長崎医学会雑誌 97(3): 237-246, 2022.

古賀哲,高園貴弘,伊藤裕也,中田奈々,芦澤信之,武田和明,井手昇太郎,田代将人,泉川公一,柳原克紀,迎 寛：深在

性真菌症の基礎研究-臨床への架け橋- アスペルギルス感染症に対する免疫療法. 日本医真菌学会雑誌

63(Suppl.1): 93, 2022.

林田章也,加勢田富士子,木村由美子,太田賢治,坂本啓,小佐井康介,長谷川寛雄,柳原克紀：ダラツムマブ治療中

患者の免疫固定法における抗ダラツムマブ抗体処理の有用性について. 日本臨床検査医学会誌 70(補冊): 215,
2022.

大久保翔貴,村田美香,佐々木大介,太田賢治,加勢田富士子,坂本啓,小佐井康介,長谷川寛雄,柳原克紀：Digital
PCRを用いたJAK2 V617F変異の定量的解析. 日本臨床検査医学会誌 70(補冊): 176, 2022.
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小佐井康介・准教授 評議員 日本感染症学会

小佐井康介・准教授 評議員 日本化学療法学会

坂本　啓・講師 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

小佐井康介・准教授 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

小佐井康介・准教授 世話人 感染管理セミナーin長崎

小佐井康介・准教授
JAID/JSC感染症治療ガイド2022 細菌性髄
膜炎 WG委員

日本感染症学会・日本化学療法学会

小佐井康介・准教授 評議員 日本臨床微生物学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本HTLV-1学会

柳原克紀・教授 感染症遺伝子検査委員会委員長 日本感染症学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本検査血液学会

柳原克紀・教授 委員長 長崎県精度管理委員会

柳原克紀・教授 Treasurer
Asia-Pacific Society of Clinical
Microbiology and Infection

長谷川寛雄・准教授 編集委員 日本検査血液学会

小佐井康介・准教授 多剤耐性菌感染制御委員会委員 日本環境感染学会

長谷川寛雄・准教授 評議員 日本臨床検査医学会

長谷川寛雄・准教授 医療安全委員会 日本臨床検査医学会

長谷川寛雄・准教授
地域医療における臨床検査に関するアド
ホック委員会

日本臨床検査医学会

長谷川寛雄・准教授 世話人 長崎臨床検査R-CPC研究会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本臨床微生物学会

柳原克紀・教授 世話人 MRSAフォーラム

柳原克紀・教授 理事 九州精度管理委員会

柳原克紀・教授 幹事 日本嫌気性菌感染症学会

柳原克紀・教授 運営委員 緑膿菌感染症研究会

柳原克紀・教授 Associate editor Journal of Infection and Chemotherapy

柳原克紀・教授 編集委員 環境感染

柳原克紀・教授 代議員 日本結核学会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本環境感染学会

柳原克紀・教授 代表世話人 長崎県臨床検査R-CPC研究会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本化学療法学会

柳原克紀・教授 学際化・国際化委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授 CDI診療ガイドライン作成委員 日本感染症学会 日本化学療法学会

柳原克紀・教授 評議員、理事 日本DDS学会

柳原克紀・教授 代議員 日本呼吸器学会

柳原克紀・教授 評議員 日本感染症学会

柳原克紀・教授 微生物検査・感染症委員会委員長 日本医療検査科学会

柳原克紀・教授 多剤耐性菌感染制御委員会委員長 日本環境感染学会

柳原克紀・教授 気道感染症抗菌薬適正使用委員会委員長 日本感染症学会

柳原克紀・教授
新型コロナウイルス関するアドホック委
員会委員長

日本臨床検査医学会

6



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

研　究　題　目

柳原克紀・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ESBL産
生菌の腸内定着に寄与するマイクロバイ
オームの解明と新規制御法への展開」

長谷川寛雄・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「新規
HTLV-1クロナリティ検査法の確立・ATL発症
を捉える検査」

長谷川寛雄・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業　HTLV-1の総合的な感染
対策に資する研究

柳原克紀・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肺リン
パ腫における気管支肺胞洗浄液を用いた内
科的診断手法の確立」

柳原克紀・教授

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節炎
が起こる前段階で関節リウマチの発症を人
工知能で予測する多角的研究」

柳原克紀・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表
「新興・再興感染症に対する革新的医薬品
等開発推進研究事業「薬剤耐性菌対策に資
する診断法・治療法等の開発研究」

柳原克紀・教授 厚生労働省 分担
新興・再興感染症及び予防接種政策推進研
究事業「感染症危機対応医薬品等の利用可
能性確保に関する研究」

柳原克紀・教授 厚生労働省 分担
地域医療基盤開発推進研究事業「医療機関
における院内感染対策の質向上のための研
究」

柳原克紀・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「新規
HTLV-1クロナリティ検査法の確立・ATL発症
を捉える検査」

加勢田富士子・助教
MRSA感染症の診療ガイドライン作成委員
会　協力委員

日本感染症学会 日本化学療法学会

太田賢治・助教 学際化・国際化委員会 委員 日本感染症学会

加勢田富士子・助教 評議員 日本病院総合診療医学会

太田賢治・助教
新型コロナウイルスに関するアドホック
委員会 委員

日本臨床検査医学会

太田賢治・助教 感染症遺伝子検査委員会 委員 日本感染症学会

坂本啓・講師 世話人 九州遺伝子診断研究会
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加勢田富士子・助教 長崎医学同窓会 代表
「令和3年度長崎医学同窓会医学研究助成
金」

坂本　啓・講師
公益財団法人　アステラス病態
代謝研究会　研究助成金

代表
即効性液性免疫と細菌叢を連携した新規感
染症治療法

太田賢治・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「COVID-19患
者における口腔内細菌叢の解析」

小佐井康介・准教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）

連携研究
者

「新興・再興感染症に対する革新的医薬品
等開発推進研究事業・薬剤耐性菌対策に資
する診断法・治療法等の開発研究・質量分
析による迅速薬剤耐性因子検出法の開発」

加勢田富士子・助教 長崎県医師会 代表 「令和3年度長崎県医師会医学研究助成金」

代表
細菌の宿主定着能獲得や病原性獲得への進
化のメカニズムの解明

坂本　啓・講師
公益財団法人　ライフサイエン
ス振興財団　研究開発助成

代表
常在細菌叢の多様性確保により生ずる交差
免疫のリスクの回避機構について

坂本　啓・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「宿主免
疫機構と細菌叢の作用を連携させた、細菌
感染に対する新規治療法の開発」

坂本　啓・講師 日本学術振興会

小佐井康介・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「好中球
機能に着目したインフルエンザ関連細菌性
肺炎の重症化機序解明」

栁原克紀・教授 東ソー株式会社 新規インフルエンザウイルス迅速検出法の検出能評価

栁原克紀・教授 アボットジャパン合同会社
ワクチン接種前後でのSARS-CoV-2抗体測定値の変動測
定

分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「難治性
がん治療用デザイナー細菌の開発」

栁原克紀・教授 シスメックス株式会社
地域医療連携ネットワークにおける臨床検査の精度保
証に関する検証

栁原克紀・教授
坂本　啓・講師

ミヤリサン製薬株式会社
薬剤耐性菌の腸管定着抑制・腸管定着抵抗性に与える
Clostridium butyricumの効果

坂本　啓・講師
公益財団法人　発酵研究所　一
般研究助成
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特 許

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年11月21日 出願中 特願2016-226343

長谷川寛雄・准教授 抗癌活性化合物 2012年1月17日 2016年2月26日 第5888702号

長谷川寛雄・准教授
非ホジキンリンパ腫発症のリス
ク判定補助方法

2016年7月29日 出願中 特願2016-150300

Nacubactam（OP0595）併用療法に対するカルバペネム
耐性腸内細菌目細菌の薬剤感受性評価

栁原克紀・教授 株式会社島津製作所 新規迅速薬剤感受性検査に関する研究

栁原克紀・教授
小佐井康介・准教授

公益社団法人日本化学療法学
会・一般社団法人日本感染症学
会・一般社団法人日本臨床微生
物学会

三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス「三学会合同
抗菌薬感受性サーベイランス ―手術部位感染症―」

栁原克紀・教授
小佐井康介・准教授

公益社団法人日本化学療法学
会・一般社団法人日本感染症学
会・一般社団法人日本臨床微生
物学会

三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス「三学会合同
抗菌薬感受性サーベイランス―呼吸器領域感染症―
（2022年）」

栁原克紀・教授
肺アスペルギルス症に対する新
規遺伝子検出試薬の臨床的有用
性の検討

栄研化学株式会社

栁原克紀・教授 株式会社JTB長崎支店
新型コロナウイルス予防対策のための「宿泊施設取組
ガイドライン」の監修

栁原克紀・教授 Meiji Seika ファルマ株式会社

栁原克紀・教授 日油株式会社
唾液検体を用いたイムノクロマト法診断薬に対するMPC
ポリマーの有用性評価

栁原克紀・教授 富士フイルム株式会社
入院患者の鼻咽頭ぬぐい液および鼻腔ぬぐい液を用い
たCOVID-19診断におけるFUJIFILM COVID-19 Ag Test特
異度の前向き評価試験

栁原克紀・教授
小佐井康介・准教授

西日本設計工業株式会社
長崎基準寝具有限会社

オゾン噴流装置の細菌(大腸菌、ブドウ球菌など)に対
する殺菌・減菌・不活化効果

栁原克紀・教授
小佐井康介・准教授

公益社団法人日本化学療法学会
血流感染症の患者より分離されたグラム陰性桿菌の微
生物学的解析
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その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

栁原克紀・教授 非常勤講師（細菌学） 大阪公立大学

長谷川寛雄・准教授 HTLV-1挿入部位同定方法 2020年1月16日 出願中(公開) 特開2020-005549
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